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第 ➋ 章   日進市の現状と課題 
 

１ 日進市の現状 

 統計指標からみる現状 

（１）人口 

本市の人口は男女ともに増加傾向にあり、2020年（令和 2年）には 91,652人となっています。 

 

図表 1 男女別の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年 4 月 1 日現在） 
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（２）年齢別（5歳階級）人口の推移 

2020年（令和 2年）の年齢別（5歳階級）人口をみると、65歳以上から女性が男性より多くなっ

ています。 

 

図表 2 年齢別（5 歳階級）人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（令和 2 年（2020 年）4 月 1 日現在） 

 

（３）世帯数の推移 

本市の 2020年（令和 2年）の世帯数は 37,560世帯で、2010年（平成 22年）から比較すると 5,773

世帯の増加となっています。 

 

 

図表 3 世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年 4 月 1 日現在）  
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（４）高齢者世帯の推移・高齢単身世帯の男女比 

高齢単身世帯（65 歳以上の 1 人のみの世帯）、高齢夫婦世帯（夫 65 歳以上、妻 60 歳以上の夫婦

1組のみの世帯）は、男女ともに増加が続いています。2015年（平成 27年）の高齢者世帯は 5,925

世帯で、2005年（平成 17 年）から 2,593世帯増加しています。 

また、高齢単身世帯は女性が約 7割を占めています。 

 

図表 4 高齢者世帯の推移              図表 5 高齢単身世帯の男女比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年） 

 

 

（５）ひとり親世帯の推移 

ひとり親世帯は、父子世帯では減少傾向にありますが、母子世帯では増加が続いています。2015

年（平成 27年）時点での母子世帯が 322世帯、父子世帯が 46世帯となっています。 

 

図表 6 ひとり親世帯の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年） 
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（６）出生数・出生率の推移 

出生数は、2018 年（平成 30 年）の出生数は 967 人です。出生率は、全国や愛知県よりも高い水

準で推移しています。 

図表 7 出生数・出生率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：愛知県衛生年報 

 

 

（７）合計特殊出生率の推移 

5年ごとの合計特殊出生率は、全国や愛知県よりも高い水準で推移しており、2017年（平成 29年）

には 1.85となっています。 

図表 8 合計特殊出生率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態保健所・市区町村別統計（人口動態統計特殊報告） 
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（８）雇用形態の推移 

女性の正規雇用の割合は、2005 年（平成 17 年）までは３割となっていましたが、その後は２割

弱となっています。 

また、それに伴い、非正規での雇用が増加しており、2005 年（平成 17 年）以降は正規雇用より

も高い割合で推移しています。 

図表 9 男女別雇用形態の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年） 

 

（９）女性の年齢階級（5歳階級）別就業率の推移 

女性の年齢階級別就業率は、増加傾向にあります。 

また、30歳代を底とするＭ字カーブが徐々に浅くなってきており、出産や育児期に離職する女性

が少しずつ減少していることが分かります。 

図表 10 女性の年齢階級（5 歳階級）別就業率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年）  
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2015 年（平成 27 年）の年齢階級別就業率は、全国や愛知県よりもＭ字カーブがやや深くなって

います。 

図表 11 2015 年 女性の年齢階級（5 歳階級）別就業率の推移【全国・愛知県との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年） 

 

 

（１０）審議会等への女性登用率の推移 

本市の審議会などへの女性登用率は、2017 年度（平成 29 年度）までは増加傾向にありましたが、

それ以降は減少傾向となっています。2019 年度（令和元年度）の女性登用率は 30.4％で、愛知県と

比較すると 10.2％低くなっています。 

また、本市は愛知県よりも低い水準で推移しています。 

図表 12 審議会等への女性登用率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府男女共同参画局「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の進捗状況調べ」（各年度 4 月 1 日現在）  

  

25.6 26.5 26.5 
28.0 

30.2 31.1 
33.5 33.8 

32.2 
30.4 

34.9 36.0 36.3 36.7 36.8 38.0 39.0 39.8 39.7 40.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

日進市 愛知県（％）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

日進市（2015年） 愛知県（2015年） 全国（2015年）
（％）



第 ➋ 章   日進市の現状と課題 

 11  

第
２
章 

日
進
市
の
現
状
と
課
題 

 

（１１）市議会等の議員に占める女性の割合 

本市の市議会議員に占める女性の割合は、2019 年（令和元年）に 1人減少して 35.0％となりまし

たが、愛知県より 27.1％、愛知県内市町村平均より 18.2％高くなっています。 

また、2015 年（平成 27 年）以降、愛知県及び愛知県内市町村の平均よりも大きく上回って推移

しています。 

図表 13 市議会等の議員に占める女性の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            資料：内閣府男女共同参画局「女性の政治参画マップ」 

                              「市町村女性参画状況見える化マップ」 

 

 

（１２）市一般職員の管理職（主幹級以上）のうち女性の占める割合 

本市の一般職員の管理職に占める女性の割合は、2019年（令和元年）で 20.0％となっています。 

また、2015年（平成 27年）以降は増加傾向にあり、2016年（平成 28年）からは令和２年までの

目標値である 15.0％を上回った状態で推移しています。 

図表 14 市一般職員の管理職（主幹級以上）のうち女性の占める割合の推移 
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（１３）学校等における女性教員の管理部門（校長・教頭）への登用率 

本市の学校等における女性教員の管理部門への登用率は、2019年（令和元年）は 22.2％で、前年

度から現状維持しています。 

また、2015年（平成 27年）以降は増加傾向にあり、2018年（平成 30年）には令和２年までの目

標値である 20.0％を上回っています。 

図表 15 学校等における女性教員の管理部門（校長・教頭）への登用率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：日進市男女平等推進状況報告書  
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 本市アンケート調査からみる現状 

 

（１）さまざまな場における男女の地位 

前回調査と比較すると、「社会全体として」で「男性の方が非常に優遇されている」が増加しています。 

全国調査と比較すると、「平等」と答えた人の割合は、全国平均よりすべての項目で下回っています。 

 

図表 16 さまざまな場における男女の地位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 
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（２）結婚、離婚等に関する考え方について 

前回調査と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」以外の項目で「賛成」「ど

ちらかといえば賛成」が増加しています。 

全国調査と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に肯定的意見の割合は高く

なっています。 

 

図表 17 結婚、離婚等に関する考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 
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22.0

2.3
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1.6

2.8

1.5

2.8

1.3

2.8

1.5

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答
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（３）家庭における役割分担 

前回調査と比較すると、「いつも女性が担当」が特に増加している項目は「食事の支度」「乳幼児

の世話」「子どもの教育」「介護」などとなっており、「いつも男性が担当」が特に増加している項目

は「家計の管理」「重要事項の方針決定」などとなっています。また、「重要事項の方針決定」「介護」

以外の項目で「男女同じ程度に担当し、協力しあう」が増加しています。 

 

図表 18 家庭における役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

 

 

 

 

 

 

  

F 子どもの教育

【今回】 1,098

【前回】 1,090

G 介護（介護の必要な

親の世話、病人の介護

など）

【今回】 1,098

【前回】 1,090

D 重要事項の方針決定

【今回】 1,098

【前回】 1,090

E 乳幼児の世話

【今回】 1,098

【前回】 1,090

B 掃除・洗濯

【今回】 1,098

【前回】 1,090

C 家計の管理

【今回】 1,098

【前回】 1,090

N =

A 食事の支度

【今回】 1,098

【前回】 1,090

57.8

51.3

43.4

43.7

50.2

50.3

8.6

8.3

15.9

13.0

12.7

9.4

12.3

9.4

27.6

36.7

34.5

36.7

14.2

15.1

9.2

6.7

24.6

26.8

22.2

24.9

10.5

10.5

8.3

5.7

13.8

11.2

16.4

15.6

45.4

48.3

6.6

6.1

21.7

19.5

8.7

9.6

1.4

1.4

2.5

2.6

7.7

8.2

20.6

23.9

0.1

0.3

1.5

1.1

1.3

0.5

2.7

2.1

3.1

2.8

8.7

6.3

13.0

8.4

0.1

0.4

0.6

0.8

0.6

45.4

45.0

35.4

36.3

60.7

60.5

2.2

2.8

2.7

3.1

2.8

4.5

3.2

4.5

7.3

8.6

6.2

8.3

5.8

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも女性が担当 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 男女同じ程度に担当し、協力しあう

主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 該当する人がいない

無回答
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【性別】でみると、全ての項目において、女性は男性と比較して「いつも女性が担当」と回答す

る割合が高くなっている一方で、男性は女性と比較して、「男女が同じ程度に担当し、協力しあう」

と回答する割合が高くなっています。 

 

図表 19 家庭における役割分担【性別】 

 

 

 

A 食事の支度 

 

 

 

B 掃除・洗濯 

 

 

 

C 家計の管理 

 

 

 

D 重要事項の方針決定 

 

 

 

 

E 乳幼児の世話 

 

 

 

 

F 子どもの教育 

 

 

 

 

G 介護（介護の必要な親の世話、病人の介護など） 
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性

・

雇

用
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】
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男性：雇用者
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男性：自営業の
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男性：自営業

女性：自営業 17
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女性：雇用者
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20.0
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いつも女性が担当 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 男女同じ程度に担当し、協力しあう

主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 無回答

男性：雇用者

（内、非常勤）
24

【

家

族

構

成

別
】

単身世帯

（１人）
78
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（夫婦のみ）
300

二世代世帯

（親と子ども）
601

三世代世帯
（親と子どもと孫）

83

その他 12

男性：無職 110

【

性

・

雇

用

別
】

42

男性：雇用者 317
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも女性が担当 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 男女同じ程度に担当し、協力しあう

主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 無回答

男性：雇用者

（内、非常勤）
24

【

家

族

構

成

別
】

単身世帯

（１人）
78

一世代世帯

（夫婦のみ）
300

二世代世帯

（親と子ども）
601

三世代世帯
（親と子どもと孫）

83
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用
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】
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16.7

14.2

13.6

15.5

11.8

12.6

12.9

12.6
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主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 無回答
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主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 無回答
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女性：雇用者

（内、常勤）
116

女性：雇用者

（内、非常勤）
111

女性：無職 255

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

12.7

17.0

7.6

35.3

16.9

11.2

20.7

17.3

14.3

6.9

6.3

8.3

7.3

7.7

6.0

16.3

18.1

22.2

24.0

20.2

17.6

50.0

26.8

25.0

32.4

20.8

9.5

16.7

26.8

28.7

8.3

4.5

5.1

13.7

28.1

28.9

8.3

21.7

17.5

27.4

5.9

10.0

19.9

18.1

20.7

16.5

23.8

16.7

31.9

34.1

8.3

18.2

6.4

11.7

27.6

31.3

8.3

1.5

1.5

1.4

5.9

2.3

3.4

0.9

0.8

1.6

0.9

1.8

1.3

1.7

1.3

1.2

8.3

0.4

0.8

1.3

1.3

0.3

0.5

35.4

32.9

38.7

35.3

40.0

30.3

38.8

22.5

34.9

45.2

66.7

30.9

28.3

75.0

59.1

69.2

58.7

22.1

19.3

50.0

6.2

7.0

3.9

3.8

3.4

2.7

9.8

7.1

0.6

0.4

9.1

10.3

8.0

4.0

1.2

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも女性が担当 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 男女同じ程度に担当し、協力しあう

主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 該当する人がいない

無回答

男性：雇用者

（内、非常勤）
24

【

家

族

構

成

別
】

単身世帯

（１人）
78

一世代世帯

（夫婦のみ）
300

二世代世帯

（親と子ども）
601

三世代世帯
（親と子どもと孫）

83

その他 12

男性：無職 110

【

性

・

雇

用

別
】

42

男性：雇用者 317

男性：雇用者

（内、常勤）
223

男性：自営業の

家族従事者
6

男性：自営業

女性：自営業 17

女性：自営業の

家族従事者
10

女性：雇用者 261

女性：雇用者

（内、常勤）
116

女性：雇用者

（内、非常勤）
111

女性：無職 255

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

12.3

18.9

4.9

35.3

40.0

16.9

14.7

17.1

20.0

4.8

16.7

3.8

1.8

4.2

6.4

11.5

9.0

13.0

21.7

16.7

10.5

11.9

8.6

5.9

13.4

9.5

18.9

11.8

19.0

16.7

7.3

6.3

12.5

6.4

3.8

8.3

10.3

24.1

8.3

8.7

6.0

11.7

10.0

6.9

6.9

6.3

5.1

11.9

12.3

13.5

4.2

11.8

2.6

7.3

9.5

12.0

8.3

1.3

1.4

1.2

1.5

1.7

0.9

1.2

1.3

1.3

1.8

0.7

1.8

1.2

0.8

0.2

1.6

0.4

1.3

1.3

2.7

1.3

1.3

0.7

60.7

55.0

68.7

58.8

50.0

58.6

63.8

54.1

51.4

57.1

66.7

73.2

74.9

79.2

63.6

70.5

66.7

61.1

37.3

50.0

5.8

6.6

3.3

2.7

3.4

2.7

10.2

7.1

0.9

0.9

7.3

10.3

6.7

3.7

3.6

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも女性が担当 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 男女同じ程度に担当し、協力しあう

主に男性が担当し、女性は手伝う程度 いつも男性が担当 該当する人がいない

無回答
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（４）女の子と男の子の育て方について 

全体では、「男の子、女の子と区別せず、育てた方がよい」が 38.1％と最も高く、次いで「どちら

ともいえない」（33.1％）、「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てた方がよい」（26.0％）の順

となっています。 

【性別】で比較すると、男性は「男の子、女の子と区別せず、育てた方がよい」が最も低くなっ

ています。 

【性・年代別】で比較すると、「50歳代」を除く女性の 40％以上が、「男の子、女の子と区別せず、

育てた方がよい」と回答しています。 

男性では、「男の子、女の子と区別せず、育てた方がよい」と回答した男性は「20歳代」が 40.6％

で最も高くなっている一方で、「50歳代」では 21.1％となっています。 

 

図表 20 女の子と男の子の育て方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

38.1

44.1

30.5

47.8

47.5

45.3

36.6

45.8

44.5

40.6

33.8

29.5

21.1

35.8

30.4

26.0

18.9

35.0

17.4

15.0

15.8

25.0

16.7

21.2

18.8

25.0

34.3

37.8

41.8

40.9

33.1

33.9

32.7

32.6

35.0

38.8

34.8

36.1

27.0

34.4

41.3

36.2

40.0

22.4

23.5

2.9

3.1

1.8

2.2

2.5

3.6

1.4

7.3

6.3

1.1

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男の子、女の子と区別せず、育てた方がよい 男の子は男らしく、女の子は女らしく育てた方がよい

どちらともいえない 無回答
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（５）子どもに身につけてほしいと思うこと 

「男の子、女の子と区別せず、育てた方がよい」の回答群の中でも、子どもに身につけてほしい

と思う項目について、女の子と男の子の間で違いが見られます。 

また、男の子の場合に比べて、女の子の場合の方が、「男の子、女の子と区別せず、育てた方がよ

い」と「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てた方がよい」の各選択肢における回答割合の開

きが大きくなっています。 

 

図表 21 子どもに身につけてほしいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

【女の子の場合】 【男の子の場合】

礼儀・道徳心

自立心・独立心

経済力

明るさ・素直さ

国際感覚

責任感

学歴

無回答

豊かな感性

社会性・積極性

決断力・行動力

教養・知性

優しさ・思いやり

39.0

38.3

23.9

43.3

13.9

35.6

21.3

21.5

14.4

13.9

19.1

2.6

2.4

38.9

48.8

20.7

38.6

8.1

41.8

19.3

20.7

14.0

7.4

25.6

5.3

2.5

34.2

36.1

23.7

44.9

11.3

42.1

21.2

24.2

16.8

10.5

22.0

1.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

男の子、女の子と区別

せず、育てた方がよい

N=418

男の子は男らしく、女

の子は女らしく育てた

方がよい N=285

どちらともいえない

N=363

29.4

18.7

27.3

63.4

23.0

44.7

17.7

12.7

31.1

8.9

9.1

1.0

2.2

19.6

8.8

24.9

79.3

18.2

56.5

8.8

7.4

45.6

3.5

9.1

2.8

3.5

25.6

16.3

30.9

62.3

19.3

47.4

15.4

14.6

33.9

9.4

13.8

0.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

男の子、女の子と区別

せず、育てた方がよい

N=418

男の子は男らしく、女

の子は女らしく育てた

方がよい N=285

どちらともいえない

N=363



第 ➋ 章   日進市の現状と課題 

 19  

第
２
章 

日
進
市
の
現
状
と
課
題 

 

（６）女性の意見が市政に反映されていないと思う理由 

全体では、「市議会や行政などの政策・方針決定の場に女性が少ないから」が 43.6％と最も高く、

次いで「女性の意見や考え方に対して、行政側の関心が薄いから」（27.6％）の順となっています。 

サンプル数は少ないですが、【性・年代別】に比較すると、男女とも「60歳代」で「市議会や行政

などの政策・方針決定の場に女性が少ないから」の割合が高くなっており、また、男女とも「40歳

代」で「女性の意見や考え方に対して、行政側の関心が薄いから」の割合が高くなっています。 

 

図表 22 女性の意見が市政に反映されていないと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

N =

全体 181

【

性

別
】

女性 114

男性 63

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 5

女性：30～39歳 16

女性：40～49歳 24

女性：50～59歳 27

女性：60～69歳 18

女性：70歳以上 23

男性：20～29歳 2

男性：70歳以上

男性：30～39歳 13

12

男性：40～49歳 14

男性：50～59歳 11

男性：60～69歳 11

43.6

43.9

44.4

43.8

20.8

55.6

61.1

52.2

46.2

14.3

45.5

81.8

50.0

4.4

3.5

6.3

12.5

8.7

23.1

7.1

27.6

28.9

25.4

100.0

31.3

50.0

18.5

5.6

17.4

50.0

23.1

42.9

18.2

18.2

16.7

6.1

6.1

4.8

4.2

7.4

11.1

8.7

7.1

9.1

8.3

9.9

10.5

9.5

6.3

12.5

14.8

16.7

4.3

7.7

14.3

18.2

8.3

3.9

4.4

3.2

4.2

3.7

5.6

8.7

9.1

8.3

2.2

1.8

1.6

6.3

4.2

7.1

2.2

0.9

4.8

4.2

50.0

7.1

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市議会や行政などの政策・方針決定の場に女性が少ないから 町内会や自治会などの地域組織の役員に女性が少ないから

女性の意見や考え方に対して、行政側の関心が薄いから 女性からの働きかけが十分でないから

女性自身の関心や意識が薄いから わからない

その他 無回答
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前回調査と比較すると、全体的に「市議会や行政などの政策・方針決定の場に女性が少ないから」

の割合が増加しており、「町内会や自治会などの地域組織の役員に女性が少ないから」「女性自身の

関心や意識が薄いから」などが減少しています。 

 

図表 23 女性の意見が市政に反映されていないと思う理由【前回比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

※【前回】グラフの割合について 

この設問は本来、回答が１つしか選択できない項目ですが、複数回答があった場合も全てカウントしたため、割合が

100％を超えた数値となっています。 

  

N =

全体

【今回】 181

【前回】 173

52

【

性

別
】

女性

【今回】 114

【前回】 115

男性

【今回】 63

【前回】

43.6

38.2

43.9

28.7

44.4

55.8

4.4

16.2

3.5

13.0

6.3

23.1

27.6

33.5

28.9

37.4

25.4

26.9

6.1

9.8

6.1

8.7

4.8

13.5

9.9

16.2

10.5

14.8

9.5

19.2

3.9

2.9

4.4

3.5

3.2

2.2

4.6

1.8

4.3

1.6

5.8

2.2

1.7

0.9

2.6

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市議会や行政などの政策・方針決定の場に女性が少ないから 町内会や自治会などの地域組織の役員に女性が少ないから

女性の意見や考え方に対して、行政側の関心が薄いから 女性からの働きかけが十分でないから

女性自身の関心や意識が薄いから わからない

その他 無回答
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（７）地域活動への参加 

「自治会・町内会活動」が 41.3％と最も高く、次いで「趣味のサークル活動」（28.2％）、「スポー

ツ・レクリエーション活動」（27.5％）の順となっています。 

 

図表 24 地域活動への参加  

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

【今回、前回】 【性別】

無回答

自治会・町内会活動

PTA ・子ども会活動

老人クラブや高齢者の会など

の活動

環境保護、リサイクルなどの

環境活動

防災、災害ボランティアなど

の防災活動

子育て、介護など福祉に関す

る活動

まちづくりなどの地域活動

趣味のサークル活動

スポーツ・レクリエーション

活動

その他

今後いずれの活動にも参加す

る予定はない

41.3

18.4

14.5

16.6

17.3

10.4

14.4

28.2

27.5

2.6

22.8

4.8

38.3

18.2

13.6

16.0

14.7

13.9

13.5

31.2

27.2

2.6

21.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回 N=1,098

前回 N=1,090

42.6

23.9

15.8

16.0

15.8

13.6

12.3

29.6

27.1

2.7

20.3

4.9

40.3

12.5

12.9

17.6

18.8

7.0

17.2

27.8

29.0

2.2

25.8

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性 N=587

男性 N=489
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（８）地域活動に参加しない理由 

「今後いずれの活動にも参加する予定はない」と回答した理由は、「仕事が忙しい」が 29.2％と

最も高く、次いで「地域活動に興味がない」（12.8％）、「自分の健康上の理由から」（9.2％）の順と

なっています。 

【性別】で比較すると、次点の理由は男女とも「地域活動に興味がない」ですが、女性は「家事・

育児・介護などで忙しい」「自分の健康上の理由から」が 10.9%で並んでいます。 

 

図表 25 地域活動に参加しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

105

【

性

別
】

女性

【今回】 119

【前回】 131

男性

【今回】 126

【前回】

N =

全体

【今回】 250

【前回】 238

29.2

16.4

26.9

15.3

31.7

18.1

7.6

2.5

10.9

4.6

4.8

9.2

4.6

10.9

3.8

6.3

5.7

12.8

3.4

10.9

3.1

15.1

3.8

8.0

9.7

9.2

9.2

6.3

10.5

4.4

2.9

3.4

3.8

5.6

1.9

4.8

1.3

5.9

2.3

4.0

6.8

2.9

5.0

3.1

8.7

2.9

3.6

0.8

5.0

0.8

2.4

1.0

5.2

0.8

4.2

0.8

6.3

1.0

8.4

54.6

7.6

53.4

8.7

55.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事が忙しい 家事・育児・介護などで忙しい 自分の健康上の理由から

地域活動に興味がない 団体内の人間関係がわずらわしそう 家族の理解が得られない

どんな地域活動があるかわからない 参加したい地域活動がない 自分の性格に合わない

経済的に余裕がない その他 無回答
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（９）雇用形態 

全体では、常勤（フルタイム）が 58.5％、非常勤（パート・アルバイトなど）が 23.6％となって

います。 

【性別】で比較すると、女性は、常勤（フルタイム）が 44.4％、非常勤（パート・アルバイトな

ど）が 42.5％と同じ割合になっているのに対し、男性は常勤（フルタイム）が 70.3％、非常勤（パ

ート・アルバイトなど）が 7.6％と常勤（フルタイム）の割合が大きくなっています。 

（関連：図表 9、10、11） 

 

図表 26 雇用形態 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

N =

全体 581

【性別】

女性 261

男性 317

その他 3

58.5

44.4

70.3

33.3

23.6

42.5

7.6

66.7

17.9

13.0

22.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

常勤（フルタイム） 非常勤（パート、アルバイトなど） 無回答
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（１０）女性が就業することについて 

前回調査と比較すると、「結婚・出産にかかわらず、ずっと就業するのがよい」の割合が増加して

おり、「子どもができるまでは、就業するのがよい」・「子どもができたら仕事をやめ、大きくなった

ら再び就業するのがよい」の割合が減少しました。その結果、「結婚・出産にかかわらず、ずっと就

業するのがよい」の割合が、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び就業するのがよい」

を上回っています。 

全国調査と比較すると、「結婚・出産にかかわらず、ずっと就業するのがよい」の割合が全体・女

性・男性とも約 17ポイント低く、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び就業するの

がよい」の割合が、全体・女性・男性で約 20ポイント高くなっています。 

 

図表 27 女性が就業することについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

489

【前回】 444

【全国】 1,407

【

性

別
】

女性

【今回】 587

【前回】 628

【全国】 1,238

男性

【今回】

N =

全体

【今回】 1,098

【前回】 1,090

【全国】 2,645

43.4

33.4

61.0

46.3

36.0

63.7

40.7

29.3

58.0

2.3

2.8

4.8

2.4

3.0

3.8

2.2

2.7

5.9

5.7

6.8

6.5

5.6

5.9

6.3

5.7

8.1

6.7

40.1

47.8

20.3

39.0

47.6

19.7

41.7

48.6

21.1

0.7

0.6

3.9

0.2

0.3

3.5

1.0

0.9

4.4

6.6

6.7

1.7

5.5

6.1

1.6

7.8

7.7

1.8

1.2

1.9

1.7

1.0

1.1

1.4

0.8

2.7

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚・出産にかかわらず、ずっと就業するのがよい 結婚するまでは就業するのがよい

子どもができるまでは、就業するのがよい 子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び就業するのがよい

就業しない方がよい その他

わからない・無回答
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（１１）就業する理由 

全体では、「生計の維持のため」が 58.1％と最も高く、次いで「経済的なゆとりを得るため」

（14.1％）、「社会や人との関わりを持つため」（7.4％）の順となっています。 

【性別】で比較すると、女性では「経済的なゆとりを得るため」、「社会や人とのかかわりを持つ

ため」が高く、男性では「生計の維持のため」が高くなっています。 

 

図表 28 就業する理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

 

 

 

 

 

  

【今回、前回】 【性別】

働くことが生きがいであるた

め

自由時間の活用のため

家業のため

経済的な自立のため

その他

無回答

社会や人とのかかわりを持つ

ため

生計の維持のため

経済的なゆとりを得るため

自分の能力を生かすため

社会に貢献するため

58.1

14.1

3.6

2.3

7.4

2.7

1.2

2.4

3.0

0.8

4.3

35.7

11.2

2.8

2.5

6.3

2.8

1.0

1.2

4.0

0.8

31.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 N=658

前回 N=607

41.0

19.4

5.9

1.0

13.5

4.9

2.1

4.2

4.5

0.7

2.8

71.5

10.1

1.9

3.3

2.7

1.1

0.5

0.8

1.9

0.5

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

女性 N=288

男性 N=365
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（１２）働き続けたいけれど働くことができなかった経験の有無 

【性別】で比較すると、「はい」と答えた人は、女性で 37.6％、男性で 13.3％となっています。 

【性・年代別】で比較すると、「はい」と答えた人が、「女性の 50歳代」で半数を超えています。 

 

図表 29 働き続けたいけれど働くことができなかった経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

26.2

37.6

13.3

19.6

40.0

41.7

52.7

40.3

24.1

3.1

10.0

12.4

12.2

20.9

15.7

68.2

56.9

82.0

76.1

56.3

55.4

42.9

56.9

64.2

84.4

83.8

86.7

86.7

74.6

76.5

5.6

5.5

4.7

4.3

3.8

2.9

4.5

2.8

11.7

12.5

6.3

1.0

1.1

4.5

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答
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（１３）働けない理由 

「働き続けたいけれど働くことができなかった」と回答した理由は、「健康上の問題」が 23.6％

と最も高く、次いで「リストラ・定年」（11.1％）、「育児で預けられる施設（託児所や保育園）やサ

ービスが不十分だった」（10.8％）の順となっています。 

【性別】で比較すると、女性は、「健康上の問題」が 19.5%、「育児で預けられる施設やサービス

が不十分だった」が 13.6%、「就業や家事分担に対する配偶者・パートナーや家族の理解と協力が得

られなかった」が 13.1%と続きます。 

男性は、「健康上の問題」が 38.5％、「リストラ・定年」が 32.3％となっています。 

 

図表 30 働けない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

男性：30～39歳 8

18

男性：40～49歳 13

男性：50～59歳 11

男性：60～69歳 14

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 9

女性：30～39歳 32

女性：40～49歳 58

女性：50～59歳 59

女性：60～69歳 29

女性：70歳以上 33

男性：20～29歳 1

男性：70歳以上

N =

全体 288

【

性

別
】

女性 221

男性 65

10.4

13.1

1.5

3.1

13.8

15.3

31.0

6.1

12.5

10.8

13.6

1.5

22.2

25.0

12.1

10.2

13.8

6.1

100.0

4.2

5.0

1.5

10.3

1.7

3.4

9.1

5.6

9.0

11.3

1.5

3.1

3.4

18.6

13.8

21.2

5.6

8.0

10.0

1.5

15.6

13.8

11.9

3.4

3.0

7.7

23.6

19.5

38.5

11.1

9.4

19.0

18.6

24.1

30.3

25.0

38.5

54.5

35.7

38.9

11.1

4.5

32.3

6.3

5.2

3.4

9.1

30.8

18.2

57.1

38.9

22.9

23.1

21.5

66.7

37.5

22.4

20.3

10.3

15.2

62.5

23.1

27.3

7.1

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就業や家事分担に対する配偶者・パートナーや家族の理解と協力が得られなかった 育児で預けられる施設（託児所や保育園）やサービスが不十分だった

育児で配偶者・パートナーや家族の理解と協力が得られなかった 家族の介護や看護の必要があった

結婚や育児に対する会社の理解や制度が不足していた 健康上の問題

リストラ・定年 その他

11.1 
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（１４）生活の優先度について 

①希望として 

全体では、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 29.2％と最も高く、次いで「「家庭生活」を

優先」（28.1％）、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」（14.4％）の順と

なっています。 

【性・年代別】で比較すると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」したい割合は、「男性の 30

歳代」が最も高く、次いで「男性の 40歳代」となっています。 

 

図表 31 生活の優先度について ①希望として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67
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4.4

7.4

4.3

1.3

4.3
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3.1

5.0

8.6

10.0

3.0

9.6

28.1

30.8

24.7

30.4

37.5

32.4

33.0

19.4

29.9

37.5

28.8

25.7

20.0

22.4

22.6

2.7

2.4

3.3

8.7

1.3

0.7

2.7

1.4

2.9

3.1

1.3

5.7

4.5

4.3

29.2

27.3

32.5

32.6

33.8

33.1

29.5

23.6

15.3

28.1

46.3

39.0

35.6

26.9

19.1

3.3

3.1

3.7

1.3

3.6

0.9

5.6

5.1

6.3

3.8

1.9

1.1

6.0

5.2

7.1

7.5

7.0

2.2

8.8

2.9

8.9

11.1

10.2

3.1

2.5

3.8

6.7

7.5

13.9

14.4

16.2

12.7

19.6

15.0

18.0

19.6

20.8

8.8

9.4

10.0

10.5

20.0

17.9

8.7

0.7

0.5

0.8

2.2

0.7

0.7

6.3

3.0

3.0

2.9

3.3

1.3

2.2

5.6

6.6

3.1

1.3

1.9

3.3

3.0

6.1

5.5

4.9

4.7

2.2

1.8

6.9

13.9

1.3

2.9

3.3

6.0

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 その他

わからない 無回答
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②現実として 

全体では、「「仕事」を優先」が 27.1％と最も高く、次いで「「家庭生活」を優先」（26.0％）、「「仕

事」と「家庭生活」をともに優先」（25.9％）の順となっています。 

「①希望として（図表 27）」と比較すると、男女とも「「仕事」を優先」が高くなっており、男性

は「「家庭生活」を優先」が低くなっています。また、「地域・個人の生活」を含む回答が低くなっ

ています。 

 

図表 32 生活の優先度について ②現実として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

 

  

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

27.1

20.1

35.8

43.5

18.8

20.9

28.6

6.9

12.4

46.9

37.5

47.6

43.3

38.8

13.0

26.0

36.3

14.5

13.0

41.3

38.8

33.0

44.4

36.5

3.1

5.0

13.3

6.7

14.9

31.3

1.5

1.9

1.2

0.7

0.9

2.8

5.1

6.3

3.0

1.7

25.9

23.3

29.0

26.1

36.3

26.6

27.7

19.4

10.2

25.0

41.3

30.5

38.9

19.4

18.3

2.9

1.4

4.9

2.2

1.3

1.4

0.9

1.4

1.5

3.1

7.5

1.9

5.6

7.5

4.3

3.6

4.4

2.9

2.5

0.7

1.8

11.1

9.5

3.1

1.3

4.5

7.8

2.9

3.4

2.2

5.8

6.3

2.8

2.2

2.9

2.2

4.5

2.6

0.7

0.3

1.0

0.7

0.7

6.3

1.5

1.7

4.1

4.4

3.7

13.0

0.7

8.3

9.5

6.3

6.3

1.0

1.1

4.5

5.2

5.2

4.4

4.7

2.2

3.6

0.9

2.8

12.4

1.3

2.9

2.2

1.5

13.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 その他

わからない 無回答
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（１５）男性の家事、子育て等への参加を進めるために重要なこと 

全体では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図る」が 19.6％と最も高く、次いで「働

き方の見直しを行い、仕事以外の時間をより多く持てるようにする」（19.0％）、「子どもの頃から、

男女の区別なく家庭生活や地域活動を行う必要性を教える」（16.9％）の順となっています。 

 

図表 33 男性の家事、子育て等への参加を進めるために重要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 
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女性：30～39歳 80
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男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =
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8.3

5.8

6.3

3.8

11.4

10.0

7.5

5.2

2.0

1.2

3.1

1.4

0.9

1.4

2.2

1.3

1.0

4.4

7.5

3.5

16.9

21.6

11.2

13.0

17.5

20.1

18.8

27.8

27.0

9.4

10.0

9.5

6.7

7.5

20.0

1.6

1.0

2.5

2.2

1.3

1.4

0.9

1.4

3.1

1.3

5.7

1.1

2.6

4.0

3.2

3.9

3.6

0.9

4.2

7.3

2.9

4.4

1.5

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性による家事、子育て、介護、地域活動に対する抵抗感をなくす 夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図る

夫婦の役割分担などについての当事者の考え方をまわりが尊重する 男性による家事、子育て、介護、地域活動への社会的評価を高める

働き方の見直しを行い、仕事以外の時間をより多く持てるようにする 男性の仕事中心の生き方、女性の男性に経済力や出世を求める考え方を改める

家事、子育て、介護講座や情報提供、ネットワークづくりなどの支援を行う 子どもの頃から、男女の区別なく家庭生活や地域活動を行う必要性を教える

その他 無回答
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（１６）男女平等な社会を実現するために行政が力を入れるべきこと 

全体では、「労働時間の短縮など、男女がともに多様な生き方を選択できる環境を整備する」が

20.0％と最も高く、次いで「法律・制度の面で見直しを行う」（15.2％）、「政策決定の場に、女性を

積極的に登用する」（12.0％）の順となっています。 

前回と比較すると、「労働時間の短縮など、男女がともに多様な生き方を選択できる環境を整備す

る」が最も高いことは変わりませんが、「法律・制度面での見直しを行う」が次点に上がり、「子育

て・介護に関するサービスを充実する」が順位を下げました。 

 

図表 34 男女平等な社会を実現するために行政が力を入れるべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

【今回、前回】 【性別】

無回答

リーダーとなる女性の人材を

育成する

女性の再就職支援など、女性

の就労拡大を図る

子育て、介護に関するサービ

スを充実する

学校や生涯学習などの場での

関連学習を充実する

男女の様々な活動を支援した

り、相談したりすることがで

きる拠点を整備する

広報誌やパンフレットなど

で、広く啓発を行う

心と身体の健康管理支援や母

性の保護、母子保健の充実を

図る

各国の男女平等に関する取組

みなどの情報提供や、国際理

解を推進する

その他

特にない

わからない

労働時間の短縮など、男女が

ともに多様な生き方を選択で

きる環境を整備する

法律・制度の面で見直しを行

う

政策決定の場に、女性を積極

的に登用する

行政や企業などの重要なポス

トに一定の割合で女性を登用

する制度の導入を図る

職場における男女の均等な取

扱いを行うよう企業などに働

きかける

15.2

12.0

9.7

4.5

20.0

4.6

5.6

8.7

2.4

1.6

0.5

0.5

0.7

2.0

2.1

3.7

5.9

8.0

7.2

5.2

2.7

13.9

4.1

7.2

12.8

1.8

1.9

0.6

1.1

0.8

0.2

0.1

0.0

32.3

0% 10% 20% 30% 40%

今回 N=1,098

前回 N=1,090

13.8

10.7

9.0

4.6

21.8

4.9

6.1

9.9

1.9

2.2

0.3

0.9

1.0

1.4

1.4

4.6

5.5

17.4

13.3

10.6

4.5

18.8

4.5

5.1

7.0

2.9

1.0

0.8

0.2

0.4

2.7

3.1

2.7

5.1

0% 10% 20% 30%

女性 N=587

男性 N=489
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（１７）男女共同参画に関する言葉の認知度 

 

●ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

全体では、「意味・内容を知っている」が 74.5％と最も高く、次いで「聞いたことはある」（15.5％）、

「知らなかった」（4.5％）の順となっています。 

【性・年代別】で比較すると、「意味・内容を知っている」と答えた人は、「女性の 20～30歳代」

で 90%以上、「女性の 40～50 歳代」「男性の 30～40歳代」で 80%以上と高くなっています。 

 

図表 35 ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の認知度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

 

  

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

74.5

76.0

74.0

91.3

95.0

85.6

82.1

65.3

51.1

71.9

86.3

85.7

76.7

65.7

58.3

15.5

14.8

16.4

4.3

3.8

10.1

15.2

26.4

23.4

12.5

12.5

8.6

16.7

22.4

23.5

4.5

4.1

4.9

2.2

4.3

4.2

10.2

9.4

1.3

2.9

4.4

7.5

7.0

5.6

5.1

4.7

2.2

1.3

2.7

4.2

15.3

6.3

2.9

2.2

4.5

11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意味・内容を知っている 聞いたことはある 知らなかった 無回答
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●ＬＧＢＴ 

全体では、「意味・内容を知っている」が 42.3％と最も高く、次いで「知らなかった」（30.3％）、

「聞いたことはある」（20.5％）の順となっています。 

【性・年代別】で比較すると、「意味・内容を知っている」と答えた人は、男女とも「20～50 歳

代」で高くなっています。 

 

図表 36 ＬＧＢＴの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

 

  

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

42.3

40.0

45.2

60.9

58.8

54.7

44.6

25.0

11.7

59.4

62.5

55.2

51.1

34.3

21.7

20.5

20.3

21.5

13.0

15.0

23.7

19.6

31.9

16.8

15.6

17.5

20.0

18.9

25.4

27.0

30.3

32.5

28.2

21.7

25.0

20.9

32.1

36.1

51.1

18.8

20.0

21.9

28.9

35.8

37.4

6.9

7.2

5.1

4.3

1.3

0.7

3.6

6.9

20.4

6.3

2.9

1.1

4.5

13.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意味・内容を知っている 聞いたことはある 知らなかった 無回答
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●セクシャル・マイノリティ 

全体では、「意味・内容を知っている」が 35.4％と最も高く、次いで「聞いたことはある」（34.1％）、

「知らなかった」（23.2％）の順となっています。 

【性・年代別】で比較すると、「女性の 30～40歳代」「男性の 30～50歳代」で「意味・内容を知

っている」と答えた人が約半数となっています。 

 

図表 37 セクシャル・マイノリティの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

男性：30～39歳 80

115

男性：40～49歳 105

男性：50～59歳 90

男性：60～69歳 67

【

性

・

年

代

別
】

女性：20～29歳 46

女性：30～39歳 80

女性：40～49歳 139

女性：50～59歳 112

女性：60～69歳 72

女性：70歳以上 137

男性：20～29歳 32

男性：70歳以上

N =

全体 1,098

【

性

別
】

女性 587

男性 489

35.4

35.4

35.8

41.3

47.5

48.9

39.3

25.0

15.3

37.5

47.5

47.6

48.9

19.4

15.7

34.1

34.2

34.8

32.6

36.3

34.5

41.1

38.9

25.5

37.5

32.5

30.5

26.7

49.3

37.4

23.2

23.0

23.9

19.6

15.0

15.8

16.1

29.2

38.7

18.8

20.0

19.0

22.2

28.4

31.3

7.3

7.3

5.5

6.5

1.3

0.7

3.6

6.9

20.4

6.3

2.9

2.2

3.0

15.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意味・内容を知っている 聞いたことはある 知らなかった 無回答
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●「性」に関する言葉の内容の認知度 

全体では、「正しい避妊の方法」が 81.5％と最も高く、次いで「妊娠中の体調不良」（67.3％）、

「更年期特有の体調不良」（66.5％）の順となっています。 

【性別】で比較すると、「出産適齢期と不妊」「安全な妊娠・出産」「妊娠中の体調不良」「更年期

特有の体調不良」「産後うつ」は 10％以上女性が高くなっており、特に「産後うつ」は女性（72.1％）

と男性（52.8％）で 19.3％と大きく差があります。 

また、「世界の HIV（エイズ）感染に関すること」は、男性の方が女性よりも 6.7％高くなってい

ます。 

 

図表 38 「性」に関する言葉の内容の認知度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

【今回、前回】 【性別】

更年期特有の体調不良

正しい避妊の方法

出産適齢期と不妊

安全な妊娠・出産

妊娠中の体調不良

産後うつ

世界のHIV （エイズ）感染に

関すること

世界の女性の低年齢出産に関

すること

どれもよく知らない

無回答

81.5

58.8

61.7

67.3

66.5

62.7

55.6

30.1

7.0

3.9

83.5

64.5

62.5

66.2

65.9

56.0

57.7

27.2

5.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

今回 N=1,098

前回 N=1,090

82.1

64.9

68.3

75.5

76.3

72.1

52.8

34.8

4.3

4.1

82.4

53.0

55.0

59.3

56.0

52.8

59.5

25.4

9.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

女性 N=587

男性 N=489
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（１８）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）についての相談実態 

 

●配偶者や恋人からの行為について打ち明けたり相談したりした経験 

全体では、前回同様今回も「誰にも相談しなかった」割合が最も高く、公的相談窓口や専門機関

などに相談した割合が低くなっています。 

【性別】で比較すると、「誰にも相談しなかった」と答えた人は、女性で 42.3%、男性で 55.6%と

なっています。また、「親や親戚などの身内」、「友人・知人」と回答した人は女性が多くなっていま

す。 

 

図表 39 配偶者や恋人からの行為について打ち明けたり相談したりした経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

  

【今回、前回】 【性別】

弁護士

医師

婦人相談所・相談員

その他

誰にも相談しなかった

無回答

法務局

親や親戚などの身内

友人・知人

役所の窓口

警察

20.1

25.6

1.1

1.1

0.0

2.0

0.7

0.9

1.1

47.3

15.5

16.9

25.1

0.5

0.5

0.2

1.6

0.7

0.0

1.1

50.1

15.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回 N=457

前回 N=439

25.0

30.5

1.8

1.5

0.0

2.9

1.1

1.1

1.1

42.3

12.1

12.4

18.5

0.0

0.6

0.0

0.6

0.0

0.6

1.1

55.6

19.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性 N=272

男性 N=178
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●ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について誰にも相談しなかった理由 

全体では、「相談するほどのことでもないと思った」が 60.6％と最も高く、次いで「自分にも悪

いところがあると思った」（37.0％）、「自分さえ我慢すればいいと思った」（21.8％）の順となって

います。 

【性別】で比較すると、「相談するほどのことでもないと思った」と答えた人は、女性の 51.3%、

男性の 70.7%となっています。また、女性では「恥ずかしくて誰にも言えなかった」「相談しても無

駄だと思った」、男性では「自分にも悪いところがあると思った」と回答した人が多くなっています。 

前回調査と比較すると、「自分にも悪いところがあると思った」「自分さえ我慢すればいいと思っ

た」「他人を巻き込みたくなかった」「誰に相談していいのかわからなかった」などの割合が増加し

ています。 

 

図表 40 ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について誰にも相談しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年度（令和元年度）「男女平等に関する市民意識調査」 

 

  

【今回、前回】 【性別】

自分さえ我慢すればいいと

思った

誰に相談していいのかわから

なかった

恥ずかしくて誰にも言えな

かった

相談しても無駄だと思った

相談が分かると仕返しされる

と思った

世間体が悪いと思った

他人を巻き込みたくなかった

そのことを思い出したくな

かった

自分にも悪いところがあると

思った

相談するほどのことでもない

と思った

その他

無回答

5.1

11.1

18.1

0.9

21.8

3.2

12.0

3.7

37.0

60.6

3.2

2.8

2.7

9.5

17.7

1.4

15.0

3.2

8.2

2.7

28.6

65.0

5.0

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回 N=216

前回 N=220

6.1

14.8

20.0

0.9

20.9

2.6

12.2

5.2

30.4

51.3

5.2

3.5

4.0

7.1

15.2

1.0

23.2

4.0

12.1

2.0

45.5

70.7

1.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

女性 N=115

男性 N=99
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２ 日進市の課題 

 

 

前回調査と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に否定的意見が肯定的意

見の割合を上回るなど、固定的な性別役割分担意識については、改善している傾向がみられます。

しかし、肯定的意見が約 4割と、依然として固定的な性別役割分担意識は根強く残っています。 

家庭における役割分担について、ほとんどの項目で主に女性が担当する割合が高くなっていま

す。しかし、男性は女性と比較して、「男女が同じ程度に担当し、協力しあう」と回答する割合が

高く、家庭での役割分担について、男女の認識に差があることがうかがえます。また、「食事の支

度」や「掃除・洗濯」、「家計の管理」など家事の大半を女性が担っている中で、「重要事項の方針

決定」については、男性の担当割合が高くなっており、家庭内での大人の姿を通じて、「実務は女

性、重要事項の決定は男性」といった子どもの意識形成に繋がる可能性があります。 

子どもの育て方については、「男の子、女の子と区別せず、育てた方がよい」と回答した割合が

最も高くなっていますが、子どもに身につけてほしいと思うことに関して、「男の子、女の子と区

別せず、育てた方がよい」と回答した群の中にも、女の子／男の子によって身につけてほしいと思

うことに差がみられ、無意識に性別に対し固定的なイメージを抱いていることがわかります。 

男女共同参画社会を実現するためには、固定的な性別役割分担意識や男女の意識差、性別に対

する無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に気づくことが必要です。そして、大人が持

つ性別への固定的で偏った意識を再生産しないためにも、子どもに対する教育を充実させるとと

もに、大人への周知・啓発を進め、理解を得ていくことが必要だと考えられます。 

また、「ＬＧＢＴ」や「セクシャル・マイノリティ」という言葉の「意味・内容を知っている」

と回答した市民の割合が、全体でも 5 割を切っている現状があり、性別にかかわらず個人の人権

を尊重しあう社会の実現のため、多様な性についての更なる周知・啓発が必要だと考えます。 

 

 

 

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）：誰もが無意識に持っている思い込みや偏見。男女の役割等固定的な価値観を

与えるとされている。環境、教育、属性などから影響を受け、知らず知らずのうちに形成されるので、自分では気づきにくい。 

 

  

固定的性別役割分担意識は減少傾向だが根強く残る 

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）も存在している 
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国は、2013年（平成 25 年）に成長戦略の最重要分野として、「女性の活躍」を位置づけ、「女性

活躍推進法」が施行されるなど、女性を取り巻く環境は大きく変化しています。 

本市においても、女性の年齢階級別就業率が増加し、30 歳代を底とするＭ字カーブが徐々に浅

くなってきており、出産や育児期に離職する女性が少しずつ減少している状況にあります。 

しかし、雇用形態をみると、女性の非常勤（パート・アルバイトなど）割合が男性と比較して高

く、就業する理由においても、男性は「生計の維持のため」が高い一方で、女性では「経済的なゆ

とりを得るため」など生計維持の補助的な役割が多い状況にあります。 

非正規雇用労働者は、正規雇用労働者と比べて、能力開発の機会に恵まれず、十分なキャリア形

成ができないことや、不安定な雇用形態にあることから、母子や単身の場合や非常時の貧困に結

びつきやすい状況にあると考えられます。子育てや介護などで就業が中断されないような支援や、

職業能力の開発やキャリア形成の機会の提供などが必要です。 

また、「女性活躍推進法」では、女性だけでなく、男性も家庭生活における活動で役割を果たし、

家庭生活と仕事を両立できるようにしなければならないとされています。しかし調査をみると、

男性においても希望と現実にギャップがあり、家庭生活を優先したくとも仕事を優先せざるを得

ない状況がうかがえます。男性の家事、子育てなどへの参画促進には、「働き方の見直しを行い、

仕事以外の時間をより多く持てるようにする」ことが必要だとする、男性自身の回答が高くなっ

ています。働き方の見直しとともに家事・育児などの担い手としての経験を積み、パートナーと家

事などの共有ができることが必要です。 

職業人生が長くなるであろう今後に向け、女性も男性も、仕事と家庭や地域、個人の生活の調和

を図ることや、学び続ける機会が重要になってくると考えられます。 

 

 

 

暴力を根絶するためには、若年層も含め市民一人ひとりが正しい理解を深め、社会的気運を醸成

するとともに、被害者の相談や自立に向けた支援を充実することが重要です。 

本市では、前回調査と比較して、「配偶者から」と「恋人から」ともに、被害を受けている割合が

変化していない現状があります。また、ＤＶ被害にあった際の相談について、被害を受けても相談

しない人の割合が約 5割と高い状況にあります。 

ＤＶは、家庭内など人の目に触れにくいため、被害が潜在化する傾向があります。まずは、被害

者が自身に向けられた暴力に気づくことができるよう啓発に努めるとともに、被害を受けた場合は

迷わず相談したり、暴力に気づいた周囲の人が関係機関に連絡したりできるよう、相談窓口の周知・

充実に努める必要があります。 

  

女性の職業生活のための意識の改革・行動の変容 

ＤＶの被害の状況は前回と変化なし 「相談しない」割合は約５割 



第 ➋ 章   日進市の現状と課題 

 40  

第
２
章 

日
進
市
の
現
状
と
課
題 

 

新型コロナウィルス感染症の流行によって、女性への家庭責任の集中が浮き彫りとなるなど、ジ

ェンダーに起因する諸課題が一層顕在化したように、非常時には偏りや困難などがより明確に現れ

ます。 

本市においても、日々の家事・育児・介護の分担や家事時間の偏り、就業形態や離職理由など、

ジェンダーに起因する偏りが平常時に実施した調査で明らかとなっています。また、ひとり親世帯

は母子、高齢単身世帯は女性の方が多い状況があります。家族・家庭内のケアの増加や小中学校の

休校など全国的な新型コロナウィルス感染症に対する生活自粛対応の影響は本市の女性たちにも、

生活面、就労面で影響したものと推察されます。非常時に女性の困難が深刻化しないよう、平常時

からあらゆる分野のジェンダー平等を推進し、安心して暮らせるよう取り組む必要があります。 

また、女性の心身は、ライフステージで大きく変化する特性がありますが、各段階の「性」に関

する言葉の理解度には男女で差があります。身体的な性差を十分に理解した上で、社会的に対等な

立場の人間として、一方の性が不利にならないよう、支援が必要です。 

 

 

 

本市の市議会における女性割合は 35.0％（2020年度（令和 2年度））であり、県内でも高い数値

となっており、女性の政治分野への参画が比較的進んでいる地域といえます。その一方で、本市の

審議会などへの女性登用率は、30.4％（2019年度（令和元年度））で、愛知県と比較すると 10.2％

低くなっています。また、男女の地位に対する意識では、地域活動において「平等」と回答した人

の割合が、全国調査と比較して低くなっています。政策・方針決定の場への女性の登用や、性別に

かかわりなく地域活動に参画しやすい環境づくりが必要です。 

女性の意思決定過程への参画推進は、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030ア

ジェンダ」及びその達成目標であるＳＤＧｓに言及されている女性・女児のエンパワーメントを達

成するために必要不可欠であり、積極的な機会の確保や、固定的役割分担意識や無意識の思い込み

（アンコンシャス・バイアス）が女性や女児に不利に働かないための啓発等行い、性別にかかわら

ず意思決定に参画できる環境を整備する必要があります。 

 

  

コロナ禍のジェンダー格差への影響 

意思決定過程への女性参画 


